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北野公園

　史跡北野廃寺跡(ここにjミグ))

　北野廃寺跡整備工事の完成を機に、一層史跡に親しみ、

歴史文化財に対する理解を深めましよう。

　みで守育岡崎市民憲章

２、三河魂の伝統を生かし、教養を高め、

　文化の向上につとめます。
　わたくしたちは、古くから明るく、正しく、強い三河人気質というか、

三河魂の桁神をうけつぎ、尊い歴史とf云統の中で、学び教えられ育てられ

てきました。こうした立派な文化的基盤に抱かれて、常に休まず、勉学に

励み、一人ひとりの教養を高めるとともに、郷土文化の創造、向上、そし

て育成に力を注いでいきましょう。
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昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
五
日
に
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
、
史
跡
文
化
財
の
保

護
な
ど
物
心
両
面
で
の
幅
広
い
活
動
を
も
り
こ
ん
だ

　
「
岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
す
で
に
市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
市
民

運
動
の
実
践
団
体
等
の
連
絡
調
整
機
関
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
動
を
援
助
し
協
力
し
、
運
動
の
輪
を
さ

ら
に
大
き
く
広
げ
、
市
民
総
参
加
の
市
民
運
動
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
民
巡
動
推
進
連
絡
協
議
会

　
（
谷
端
演
光
会
長
、
加
入
八
十
九
団

休
）
は
、
五
月
十
日
午
後
二
時
か
ら

甲
山
会
館
で
、
昭
和
五
十
四
年
度
総

会
を
嘘
大
に
開
き
ま
し
た
。

　
席
上
同
協
議
会
へ
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
た
個
人
一
人
、
三
団
体
に
感
謝

状
、
市
民
運
動
推
進
に
功
績
の
あ
っ

た
十
一
団
休
に
表
彰
状
を
内
田
喜
久

名
誉
会
長
と
谷
端
会
長
の
連
名
で
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
大
会
決
議
と
実
践
目

標
を
、
全
貝
一
致
で
採
決
し
閉
会
し

ま
し
た
、決

議
文

　
私
た
ち
岡
崎
市
民
は
、
明
る
く
住
一

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ロ
ご
　
　

ろ
実
行
出
来
る
善
意
の
連
動
を
通
じ
’
i

市
民
総
参
加
に
よ
る
つ
ぎ
の
こ
と
を
　
　

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
決
一

談
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
の
ふ
れ
あ
い
を
商
め
る
た
め

一
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
助
を
推
進
し

　
よ
う

　
東
海
大
地
震
説
に
そ
な
え
て

一
　
自
主
防
災
休
制
を
充
実
し
よ
う

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

一
　
国
際
児
童
年
を
成
功
さ
せ
よ
う

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
日

岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

ｔ
実
践
目
標

團
緑
を
ふ
や
し
、
ま
ち
を
美
し
く
す

る
部
会

・
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を
つ
く

　
る
運
動

・
市
民
清
掃
の
日
で
．
美
し
い
ま
ち

　
を
つ
く
る
運
動

・
資
源
の
再
利
川
を
考
え
、
ゴ
ミ
を

　
減
ら
す
運
動

圏
災
害
、
公
害
、
交
通
事
故
を
防
止

し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

部
会
・
自
主
防
災
休
制
の
充
尖
強
化
を
図

　
る
運
動

・
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
迦

　
動
圏
市
民
の
体
力
づ
く
り
を
進
め
る
部

会・
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
を
進
め
る
運
動

團
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
進
め
る

部
会
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
勁

・
国
際
児
童
年
行
事
を
成
功
さ
せ
る

　
運
動

蚕
史
跡
を
ま
も
り
、
文
化
を
高
め
る

部
会
・
ふ
る
さ
と
の
文
化
芸
術
に
親
し
む

　
運
動

・
郷
土
の
歴
史
、
文
化
財
に
親
し
む

　
運
動

●
感
謝
状
受
賞
者
・
団
体
名

　
大
久
保
稔

　
立
正
佼
成
会

　
岡
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
岡
崎
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

｜

昭和54年度岡崎市民運動推進連絡協議会総会
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●
表
彰
状
受
賞
団
体
名

　
岡
崎
市
養
魚
組
合

　
矢
作
束
学
区
社
会
教
育
委
貝
会

　
矢
作
南
学
区
至
誠
会

　
六
ツ
英
北
部
学
区
社
会
教
育
委
Ｕ

　
会
　
矢
作
西
学
区
社
会
教
育
委
貝
会

　
山
中
学
区
資
源
再
利
用
運
動
実
行

　
委
貝
会

　
愛
知
県
交
迦
安
余
協
会
岡
崎
支
部

　
梅
園
分
会

　
英
合
学
区
休
育
委
員
会

　
連
尺
学
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

　
岩
津
町
老
友
会

　
大
平
西
福
寿
ク
ラ
ブ

・
事
業
活
動
（
昭
和
5
3
年
度
）

　
四
月
を
緑
化
推
進
月
間
と
し
、
花

値
木
の
展
示
即
売
会

１

　
緑
の
美
し
い
町
づ
く
り
の
推
進
し
、

緑
化
へ
の
認
識
の
高
揚
を
は
か
る
た

め
、
市
民
植
田
祭
の
開
催

　
清
潔
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
市
民
清
掃
の
日
の
実
施

　
七
‐
少
年
の
健
全
育
成
に
障
害
と
な

る
悪
環
境
を
浄
化
す
る
た
め
、
有
害

図
沁
自
動
販
売
機
点
検
活
動
の
実
施

　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
住
み
よ

い
ま
ち
を
き
ず
く
た
め
、
交
通
安
全

市
民
総
決
起
大
会
の
開
催

Ａ
事
務
局
Ｖ

・
岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

・
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
十
王
町
二
丁

　
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
秘
首
課

　
内
　
登
二
三
－
六
〇
二
五

　
市
民
運
動
に
関
し
て
、
ご
意
見
、

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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六
月
一
日
か
ら
印
鑑
の
登
録
と
証

明
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
現
に
印
鑑
の
登
録
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、
印
鑑
の
登
録
悸
え
の
ｆ
続

き
を
し
て
「
印
鑑
登
録
証
」
を
受
領

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
の
川
間
は
、
今
年
の

六
月
一
日
か
ら
来
年
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
十
力
川
問
で
す
が
、
窓
口

の
混
霜
を
緩
和
す
る
た
め
、
次
の
‐

程
に
よ
り
順
次
登
録
朴
え
の
受
け
付

け
を
致
し
ま
す
の
で
。
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

聊
日
程
表

　
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
に
祁
合
の
悪
い

か
た
、
又
は
お
急
ぎ
の
か
た
は
、
こ

の
日
程
に
か
か
わ
ら
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
も
の

　
・
登
録
し
て
あ
る
印
鑑

　
・
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、

　
そ
の
理
由
書
と
委
任
状
（
窓
口
に

　
川
意
し
て
あ
り
ま
す
）

※
登
録
替
え
の
手
続
き
と
同
時
に
改

印
を
さ
れ
る
か
た
は
、
通
常
の
印
鑑

の
登
録
手
続
き
と
な
り
ま
す
、

乖
手
続
き
を
要
し
な
い
か
た

　
印
鑑
の
登
録
を
廃
山
し
よ
う
と
す

る
か
た
、
印
鑑
輦
録
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
か
た
、
又
は
六
幻
一
日
以
降

印
鑑
の
登
録
を
し
た
か
た
は
、
登
録

替
え
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⊇
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市民課の窓□

程　　表日

期　　　間 受付場所 区　　　域 期　　　問 受付場所 区　　　皺

７月２日間～７月６日閉

市民浬

梅園学区 8 I!27!.川卜８月29歌'K1
矢作支所

矢作西学区

9 日(H卜　n日吻 胆石II m川ね～9月６日(和 矢作南II

le日月卜　20日剛 六渚学区・城南学区の
内六名町人白Hi)

9 }＼7 出羽～9 月8 hi出

岩津支所

恵田・奥殿学区

23日叫)～　31日出
三川学区・屯叉ii.乍区

の内叫大.'/=町
lO日iJi卜　14日(泗 糾川学区

８月１日俐～8月３日溺 常磐･常磐市･常磐束学区 17日0!)～　20日田 岩津'I

６日向～　10日剛 連尺学区 21日剛~　29日出 大尉寺学区の内鴨田町

13日0]卜　17日剛 広幡n 10月１日(1|)～1O月6日巾 大尉寺学区團田町を除く・

20日田卜　24日図 井田I) ８日()l)～　13日巾 大門学区

27日叫ト　31日剛 愛宕･･ 7 J120田勃～７月2S日田

大平支所

男川学区

7 阿2日(ID～7月3 日図

京部支所

屯谷学区 30口川卜8月7日{■X} 芙合I)

４日出～　７日出 藤m ! ８月８日南～　151I休 緑.£ /

９日り卜　1]日困 山中}･ i6i;i囚～　2卜|圃
且サ

Eの内大西町

12日(昶～　18日出 本絹" 22日團～　23日困 生平・秦梨学区

７月19日俐～7月23日川

六ｯ美支所

六ッ美中部学区 8月11｣附～８月7 日図

岡|啼支所

羽服学区の内戸崎町

24日図～　30日川 六ッ美北部学区 ８日(和～　16日困 城南　　　羽＼p<町

羽似
}学区の内

岡崎　　　柱町31日出～8月２日困 六ッ美南部･/ 17口(剥～　25日印

８月３日出～　４日山 城市学区の内上和川町 27日間～９月１日出 岡崎学区の内針崎・若僑町

８月６日(月}～8月14日固
矢作支所

矢作東学区 ９月３日㈲～　n日図 柵岡学区の内福岡町

15日(瀬～　25日山 矢作北り 12日田～　14日(翻 刀　　上地町
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¨岡崎市民大学の開講

　
岡
崎
占
民
大
学
も
六
回
目
を
迎
え

る
、
一
と
に
な
り
ま
し
た
、
今
年
も
市

民
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
応
え
、
著
名

な
講
師
を
お
招
き
し
て
、
左
記
の
よ

う
に
開
講
い
た
し
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
と
講
師

①
７
月
2
2
日
（
日
）

　
慶
応
大
学
医
学
部
教
授

　
理
学
陣
士
・
医
学
溥
士

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
格
氏

・
生
命
糾
学
の
巡
か
と
人
間
の
未
来

②
８
月
５
日
（
‐
）

　
立
教
大
学
文
学
部
教
授

　
文
芸
評
論
家

　
　
　
　
　
　
　
小
田
切
　
進
氏

・
文
学
の
魅
力

勲氏田

１
　
８
月
1
2
日
（
日
）
市
民
会
館

　
作
曲
家
（
岡
崎
市
本
宿
町
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
勲
氏

・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
’
の
可
能
性
に
っ
い
て

１
　
８
月
1
9
日
（
日
）

　
中
日
釣
魚
会
辿
八
‐
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
秀
文
氏

・
釣
と
人
生

首
９
月
２
日
（
日
）

　
評
論
家

　
　
　
　
　
　
　
秋
山
ち
え
子
氏

・
こ
の
ご
ろ
思
う
こ
と

４
　
９
月
９
日
（
日
）

　
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
’
‘

　
　
　
　
　
　
　
松
山
　
善
三
氏

・
見
え
な
い
も
の
、
聞
こ
え
な
い
こ
と

◆
会
場
　
岡
崎
勤
労
会
館
一
第
３
川

　
講
座
の
み
巾
民
会
館
）

◆
開
講
時
間
　
午
前
９
時
3
0
分
受
け

　
開
始
　
1
0
時
開
講
　
‐
一
時
終
了

◆
会
費
　
Ｉ
、
０
０
０
円
（
、
講
座
ノ
ー

　
ト
．
資
料
等
の
実
賞
）

１
※
一
講
座
ご
と
の
受
け
付
け
は
い
た

冨
し
ま
せ
ん
・

作曲家

◆
申
込
み
　
７
月
３
日
（
火
）
ま
で

鼻縛r’jnr．
．゜ ^ ● f ． ｀ j 鴫 ' ． ゜ j ≫ r ．

j●r．-.‘iitr

に
、
岡
崎
市
教
育
委
貝
会
事
務
局
一

市
民
大
学
係
（
酋
2
3
‐
６
４
１
０
・
）

　
6
4
3
9
）
へ
直
接
、
又
は
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

　
し
定
員
７
０
０
名
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。
（
市
内
小
・
中
学

　
佼
に
も
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り
ま

す
）
◆
主
催
　
閻
崎
市
民
大
学
運
営
委
員

会
・
岡
崎
市
・
岡
崎
市
教
育
委
員
会

.-j啼r,-,●r,-rf●r.-j将≫r-.-J・゛,
I T . “ j 孤 r - ♂ ゛ j 調 r / ゛ r f ● r , - j ● f

　
●

国
際
児
童
年
記
念

岡
崎
市
子
ど
も
の
た
め
の
音
楽
祭

ﾉ゛｀ゝ

ン
ガ
リ
ー
少
年
少
女
合
唱
団

共
演
　
「
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
1
1
1
　
弟
の
プ
ラ
ハ
少
年
少
女
人
‐
咄
団

に
つ
づ
い
て
、
本
年
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

少
年
少
女
八
‥
咄
団
の
来
岡
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
音
楽
を
愛
す
る
、
ロ
マ
ン
と
気
岫

に
あ
ふ
れ
た
人
間
性
穴
か
な
文
化
部

市
岡
崎
、

　
こ
の
岡
崎
の
ｒ
ど
も
た
ち
と
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
ｆ
ど
も
た
ち
の
大
使
の

歌
声
が
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て

岡
崎
の
殿
堂
市
民
会
館
に
、
笑
し
く

豊
か
に
襲
‥
き
わ
た
り
ま
す
。

と
　
き
　
昭
和
五
ト
四
年
八
川
十
八

　
日
（
土
）

開
　
演
　
午
後
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
　
岡
崎
市
民
会
館

主
　
催
　
岡
崎
市
・
岡
崎
市
教
育
委

　
貝
会
・
岡
崎
市
現
収
教
育
委
口
会

　
音
楽
部

前
売
券
　
親
子
券
　
二
千
円
（
親
一

　
人
・
子
一
人
）
　
　
一
般
券
　
千
五

　
百
円

前
売
券
取
り
扱
い

　
市
内
レ
コ
ー
ド
楽
器
店
・
市
内
小

中
学
校
音
楽
主
任



６－-

・
－
―

市:

･　●･〃=j

●　　･●　　　●-　-　-4●-,-･

‥。二

笹

　
昭
ｒ
―
T
5
4
年
７
月
１
日
か
ら
１
９
一
月
3
1

日
ま
で
に
空
き
家
と
な
る
市
営
住
宅

の
入
居
予
定
者
を
、
次
の
と
お
り
條

集
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
の
交
付
　
６
月
Ｈ
Ｈ
～

2
1
日
ま
で
住
宅
課
及
び
各
支
所
で
お

波
し
し
ま
す
。

　
申
込
受
付
　
６
月
1
8
口
～
９
１
一
‐
ま

で
住
宅
課
で
受
け
付
け
ま
す
、

　
申
込
資
格
　
①
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

μ
」
　
②
現
に
同
属
し
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
か
た

及
ぴ
･
･
*
･
尖
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
か
た

を
含
む
）
が
あ
り
、
独
立
の
生
計
を

き
・
家
―

ｉ
を
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
一

戸
驀
集

　
一
　
　
一
　
　
　
・

Ｅ
Ｌ
Ｌ
ｆ
り
６
Ｏ
到
」

営
ん
で
い
る
・
一
と
r
｡

　
収
入
基
準
　
中
込
肴
岐
７
家
族
で
、

収
人
の
あ
る
か
た
全
ｕ
の
総
収
入
金

額
を
対
象
と
し
て
計
算
し
、
次
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
【
公
営
住
宅
法
に
よ
る
収
入
基
準
】

▼
第
１
腫
住
宅
－
所
得
‐
‥
額
４
万
７

Ｆ
円
を
超
え
、
８
万
ｌ
ｒ
円
以
ド

▼
第
２
陣
住
宅
＝
所
得
ｕ
額
４
万
７

１
円
以
ド

※
所
得
月
額
の
算
出
の
し
か
た

①
　
収
人
の
あ
る
か
た
全
日
の
巾
町

村
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
Ｋ
‥
、
又

は
源
泉
徴
収
票
辱
に
記
幟
さ
れ
て
い

る
総
所
俳
金
額
（
綸
与
所
俳
控
除
後

市営住宅陣場荘

の
金
額
）
を
八
‐

計
す
る
：
人
‐
計

総
所
得
金
額

②
　
表
―
に
よ

り
控
除
額
を
計

算
し
、
Ｉ
で
得

ら
れ
た
八
‐
計
総

所
俳
金
額
か
ら

差
し
引
く
…
控

除
後
の
総
所
得

金
額

③
　
②
で
得
ら

－
ｉ
　
　
―
―

れ
た
控
除
後
の

総
所
俳
令
欄
を

1
2
で
割
っ
て
‐
り

平
均
額
を
計
算

す
る
…
所
得
月
額

　
な
お
、
特
別

表１　諸控除一覧表

　　　　　　　………－-

ｌ控除名 控　　除　　．吋　　象　　嗇 控除細

こ　即･り現収控除 巾込家政のうち巾込1･以外のかた

I 人につき24万円:/
控
唯
配偶片・扶養

.吸阪控除

巾込家mにはへづごいひいが､叫叩見法jこの配叫者控除･

扶養現収控除の対象として赳められているかた

特

寡flil冷除
人と叱別し友'.i離婚リこのち婚刎していないか、夫の上

叱かぞ叫のかたてふi 入以i-V)かた

その人の叫得から

20 7j円を限度とし

て控除する，
包半片控除 ;I^船がli^r入以＼-.のかた

刈，障占M･冷除いU込肴又は一般控除吋雅行の巾で心身障害者n縦を5c ft

　　　特別唯占行　されているかたI t,'fitii■身mごmの障害があるかfl I

冷｜

（
控　　除l - 2 吸啼害行

ｌ人につき:iO万円

り人につき2≫卜円;･

除 　　・口･, ‾般控除対吼片の中で年齢7()rVit以上■7)かたて収人のある
匹v雌慢かた刀扶菱親政と認められているかた

控　　唯, ^配偶者および障占片控晩対象折は除くｊ

　　　　　｜

ｌ人につき６万円

控
除
対
象
嗇
が
な
い
場
八
‐
は
'

―
｡
*I
｡
　
I

^

長
（
表
３
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
、

　
申
込
方
法
　
巾
込
み
は
'

1
.
'
帯

Ｉ
住
宅
と
し
、
次
の
書
垣
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
①
市
営
住
宅
人
居
申
込
書
　
②
申

込
者
以
外
の
家
族
全
貝
の
綸
与
証
明

淑
‥
（
市
の
指
定
川
紙
）
又
は
県
市
民

脱
通
知
書
の
呈
示
　
③
印
鑑
　
①
特

表２　所得金額の算出のしかた

総収人金額 総所得金町 言総収人金額125 V-J円以上の略/i.

　1,000円未満の端数がある叫合は切り

捨ててから計算します，

まf: i .000円の位が奇数である場合には．

さらにl,OUO円引いてから計算します。

1.250.000川以ド 総収人企額－5011.(11)1)川

l,25u,i)川L｣～1,-100.000円 総収人忿如×O.ti

l,5卯.001|i卜3.01JII.圓O円 総収人金額×0.7－150,000円

別
搾
除
対
象
者
が
い
る
場
八
‐
は
、
そ

れ
を
証
す
る
書
類

　
選
考
及
び
決
定
　
巾
営
匯
宅
入
居

申
込
書
の
内
容
及
び
実
態
調
査
に
法

づ
い
て
有
資
格
折
を
選
考
し
、
次
の

日
時
・
場
所
で
公
開
抽
選
を
行
い
、

入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
日
時

６
月
2
9
口
　
午
前
1
0
時
　
場
所
　
市

役
所
６
階
第
２
人
会
談
室

単位：円表３　総収入金額でみる早見表･. Til与断俳衿が1人て特別控除対象がない場合:

卜回 １人 ２人 3 人 4 人 ５人 ６人

設卵１Ｒ
訓

最高 l,9･irj,9㈲ 2.289,999 2.fi3i,'jyi) 2.975,999 3,277,500 3,577.500

辰帆 1,:542,000 i.7or),(㈲ 2.050,000 2,3!:)2,(0 0 2.736,000 3,0(J7.501

飢 第2 f.f(心高 I,341,il99 1.705,099 2.049.㈲9 2.:≪1,999 2.735,999 3､0(57,51〕0

　
な
お
、
人
叫
は
空
き
家
が
で
き
た

都
皮
入
居
予
定
者
の
順
位
に
従
っ
て

人
居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
指
定

の
住
宅
を
辞
退
さ
れ
た
場
合
は
、
失

格
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
団
地
を
指

定
さ
れ
た
か
た
は
、
入
属
順
位
が
上

位
に
あ
っ
て
も
、
住
宅
が
空
く
ま
で

は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
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「
動
く
日
曜
市
政
教
室
Ｌ

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
秘
書
課
広
聴
係
　
a
2
3
－
6
０
1
2

　
本
年
は
国
際
児
童
年
に
ち
な
み
、

毎
月
一
回
、
日
曜
口
を
親
子
で
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
「
動
く
日
曜
市

政
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
バ
ス
で
め
ぐ
る
施
設
見
学
は
、
ご

家
政
に
と
っ
て
楽
し
く
有
意
義
な
思

い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
、
巾
政
の
勉
強
に
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
に
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
気
軽
に
ご
心
球
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
　
し
川
八
日
（
‐
）

　
見
学
コ
ー
ス
　
消
防
庁
介
↓
太
陽

の
城
↓
南
公
園
交
通
広
場
↓
森
の
休

育
場

　
見
学
予
定
時
問
　
午
前
十
時
～
午

後
三
時
十
分

　
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
九
時
四

十
分
ま
で
に
巾
役
所
束
正
面
玄
関

ロ
ビ
ー

　
申
込
先
・
方
法
　
岡
崎
市
役
所
市

腱
公
家
秘
書
課
広
聴
係
（
S
2
3
－
６

０
１
２
・
豊
2
3
j
6
0
2
6
）
　
へ
電

話
で
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
受
付
は
六
月
二
十
五

日
よ
り
巾
込
順
に
受
け
付
け
、
定
員

四
十
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
１
　
食
、

水
筒
、
筆
記
用
具
等
は
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

7J｣２ﾛ()])～6口(tJ Y-前8時30分～午後５時

巾役所正而玄関ロビー

日時

場所岡崎市民憲章書道作品コンクール入賞作品展示



８

φ－ ' 、

二 ｉ

四
　
『
　
　
　
　
i
　
I
　
　
I
　
1
1
1
1
｀
ｉ
￥
１
　
－
≒
ｊ
『
４

一
処
ｍ
ｍ
ｉ
拿

　　"　　●す

・
岡
崎
宇
頭
南
土
地
区
画
整
理
事
業

萱
2
3
－
‐
６
２
６
９

　
岡
崎
宇
頭
南
土
地
区
画
整
理
組
合
　
　
く
だ
さ
い
。

が
施
行
し
て
い
る
、
岡
崎
宇
頭
南
土
　
　
目
　
落
札
を
し
な
か
っ
た
か
た
の
入

地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
予
定
地
　
　
　
札
保
証
金
は
、
お
返
し
し
ま
す
。

を
、
次
の
要
領
に
よ
り
売
却
い
た
し
　
四
　
落
札
さ
れ
た
か
た
で
建
築
物
等

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
建
築
さ
れ
る
場
合
は
。
土
地
区

　
売
却
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札
　
　
　
　
画
整
理
法
第
7
6
条
の
規
定
に
仙
づ

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分
　
　
く
申
詰
書
を
組
合
に
提
出
し
て
く

筆
数
　
岡
崎
市
宇
頭
町
地
内
　
岡
崎
　
　
　
だ
さ
い
。

宇
頭
南
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
　
　
固
　
落
札
者
に
は
、
保
留
地
予
定
地

区
内
　
十
四
筆

　
入
札
日
時
　
ヒ
月
八
日
（
ロ
）

午
前
十
時
～
十
二
時

　
入
札
保
証
金
　
午
前
十
時
か
ら
十

一
時
五
十
分
ま
で
受
付
　
一
筆
十
万

円
　
一
人
一
筆

　
会
場
　
宇
頭
町
字
長
合
四
十

岡
崎
市
立
矢
作
西
小
学
校

　
開
札
　
入
比
終
了
後
直
ち
に
行
い

ま
す
。

　
そ
の
他

日
　
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か

　
た
は
、
現
地
に
案
内
の
立
看
板
が

　
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口
　
入
比
当
日
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

売
却
決
定
通
知
轡
に
よ
り
通
知
し
ユ

ま
す
。
こ
の
通
知
を
受
け
た
か
た
　
一

は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
ロ
か
ら
　
一
３

五
日
以
内
に
土
地
売
買
契
約
Ｊ
‥
に
　
心
尽

よ
っ
て
契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
　
コ

　
き
ま
す
・
な
お
、
売
買
代
金
の
納
　
　
一

　
入
期
日
は
、
売
買
契
約
を
締
結
し

　
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
で
す
。

因
　
保
留
地
予
定
地
の
所
有
皆
移
転

登
記
は
、
換
地
処
分
に
伴
う
登
記

が
完
了
し
た
後
に
お
い
て
当
組
合

で
行
い
ま
す
。
換
地
処
分
に
げ
う

登
記
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
保
留

地
予
定
地
に
抵
当
権
等
を
設
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

｜

匯置胤〕

＜
∩
４
　
八
］

ブ/
二|

保留地予定地の処分最低価額

　　　φ

／

番
号

面　　　積
3.3m'当た
りm格円) mi仙額円

界

号

面　　　積 3.3㎡当た
り価格(円)

最低価額円
㎡　　　坪 ㎡　　　坪

１ 180 80 54 69 115.000 6.289,350 ８ 171 46 51 86 120,000 6,223,200

２ 190 00 57 47 115.000 6,609,050 ９ 171 59 51 90 117,000 6,072,300

３ 187 89 56 83 110.000 6.251.300 10 171 55 51 89 117,000 6,071,130

４ 241 22 72 96 120.000 8,755.200 11 200 40 60 62 120,000 7,274,400

５ 241 22 72 96 120､000 8.755,200 12 200 40 60 62 120,000 7､274,400

６ 203 25 61 48 120.000 7,377.600 Ｂ 219 69 66 45 115,000 7,641,750

７ 204 44 61 84 115.000 7.111,600 14 204 89 61 97 110.000 6,816,700
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●

ｔ
岡
崎
上
地
第
二
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

　
岡
崎
上
地
第
二
特
定
土
地
区
画
幣

理
組
合
が
施
行
し
て
い
る
、
岡
崎
上

地
第
二
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
予
定
地
を
、
次
の
要
領
に
よ

り
売
却
い
た
し
ま
す
。

　
売
却
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分

筆
数
　
岡
崎
市
上
地
町
地
内
　
岡
崎

上
地
第
二
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
地
区
内
　
二
十
三
筆

　
入
札
日
時
　
七
月
十
五
日
（
日
）

午
前
十
時
～
十
二
時

　
入
札
保
証
金
　
午
前
十
時
か
ら
十

一
時
五
十
分
ま
で
受
付
　
一
筆
十
万

円
　
一
人
一
筆

　
　
　
会
場
　
上
地
町
字
日
照
十
八

　
　
上
地
自
前
車
学
校

　
　
　
開
札
　
入
院
終
了
後
直
ち
に
行
い

日
　
ま
す
。

月1
６

９－　昭和54年

　
そ
の
他

　
八
ペ
ー
ジ
岡
崎
宇
頭
南
土
地
区
画

整
理
事
業
と
同
様
で
す
。

　　　　　　　　s

　　　　　　　　23

上地自動車学校
　（入開札会場）６
吻∩

保留地予定地の処分最低価額

｜

番号
面　　　梢

3.3㎡当たり価格(円)
最低価額ｎ 番

号

而　　　債 3.3 m'当た

り価格1円） 般低価mm
㎡ 坪 m' 坪

１ 373 66 113 03 128,000 14.467.840 13 186 89

- -

53 126.000 7､122,780

２ 230 51 69 72 130.000 9.063,600 14 180 27 54 53 135.000 7.361,550

３ 230 63 69 76 135.00{ 9.417.6(0
15 166 07 50 23 123,000 6.178,i!90

４ 195 55 59 15 126,000 7,452,900
16 193 91 58 65 120,000 7.03S,(00

５ 359 42 108 72 120,000 13,046,400
17 194 11 58 71 120,000 7,045.200

６ 237 09 71 71 116,000 a.3I8,3(>0

18 205 19 62 06 118,000 7､323,080
７ 263 53 79 71 132,000 10,521,720

19 205 88 62 27 110,000 8,717,800
８ 263 67 79 76 134,000 10,e87,840

20 239 90 72 56 125,000 9.070,000
９ 192 63 58 27 132,000 7､G91,6'10

21 247 45 74 85 128,000 9,580,800
10 192 55 58 24 126,000 7,338,240

ｎ 186 89 56 53 126,000 7,122,780 22 207 36 62 72 116,000 7,275.520

12 186 89 5G 53 126,000 7.122,780 23 23S 23 72 06 100,000 7,206,000
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売
出
桝
数
　
総
数
　
約
２
５
０
桝

　
（
１
人
―
桝
に
限
る
）

　
さ
敷
協
賛
金
（
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
）
　
―
團
１
２
、
０
０
０
円

２
、
０
０
０
り

　
　
　
　
　
１

　
申
込
受
付
　
日
時
　
７
月
1
5
日

　
（
‐
）
午
前
８
時
3
0
分
～
９
時
3
0
分

　
場
所
　
朝
日
町
勤
労
会
館

　
売
出
方
法
　
所
定
川
紙
で
受
付
を

し
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定

一二こｰここｰ：Zﾆｰここ･Z-ZZ-:ご-２：ﾆﾆｰこﾆｰＺＺ-ﾆ：こ-ＺＺ-：こ-Zi-ZこｰここｰｴＳ-ここ-Ｚこ-ｉこ-Ｚﾆｰil-Zこ一二:

市
史
編
さ
ん
周
囲

土
ル
の
中
世
城
跡
に
つ
い
て

　
土
井
町
に
は
、
土
井
城
の
所
在
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
字
城
屋
敷
に

は
周
囲
よ
り
Ｉ
・
五
メ
ー
ト
ル
程
高

い
台
地
が
あ
り
、
そ
れ
に
比
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
度
中
世
班

の
調
査
に
よ
り
、
川
市
史
所
載
の
も

の
よ
り
詳
し
い
「
土
井
城
古
図
」
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
こ
れ

に
は
、
川
原
転
出
後
の
本
多
豊
後
守

　
（
広
孝
）
と
出
生
問
も
な
い
上
井
人

炊
頭
（
利
勝
）
が
並
置
さ
れ
て
い
た

り
、
氏
も
の
中
に
は
○
○
咀
父
な
ど

と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
あ
る
一
時
の
ほ
’
ト
で
は
な
く
、

後
世
の
記
憶
に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ

た
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
上
坏
城

の
施
設
と
し
て
の
今
様
を
か
な
り
詳

し
く
楠
い
て
あ
り
ま
す
。
字
城
屋
敷

・
字
職
屋
敷
・
字
間
の
堀
（
現
在
は

な
い
）
等
の
地
字
、
西
誰
院
墓
所
、

あ
る
い
は
道
の
配
置
な
ど
は
現
状
Ａ
　
I

敷
・
組
屋
蚊
・
材
木
小
屋
・
馬
場
と

も
記
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
土
井
城

は
全
休
と
し
て
一
つ
の
プ
ラ
ン
の
下

に
計
画
的
な
防
禦
施
設
を
形
づ
く
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
般

的
な
中
世
城
跡
に
比
べ
大
規
膜
な
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
城
ド
町
的
な
も
の

の
は
し
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
次
に
、
各
屋
敷
地
に
記
さ
れ

た
氏
名
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
中
世
班
は
本
多
家
の

跡
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。
二
の
本
多

家
は
長
野
県
飯
山
で
維
新
を
迎
え
ま

し
た
が
、
そ
の
菩
提
寺
忠
恩
寺
で
本

多
家
の
。
。
分
限
帳
｀
‘
を
み
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
に
は
本
多
家
が
土
井
に
い

た
時
の
家
臣
を
「
土
井
衆
」
と
呼
び

そ
の
三
ト
名
中
ニ
ト
三
の
姓
が
絵
図

に
あ
り
、
さ
ら
に
う
ち
七
々
Ｊ
‥
が
姓
（
官

途
）
ｙ
‥
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
同
一

人
物
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
か
で

中
叫
半
兵
衛
と
本
多
十
郎
左
（
わ
）

衛
門
は
４
　
多
家
岡
崎
時
代
に
検
地
等

の
私
行
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

｜

か
り
ま
す
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
人
々

ま
た
は
縁
者
は
、
当
時
本
多
家
に
付

属
さ
れ
て
上
井
城
の
守
備
に
当
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
代
は
本
多

秀
清
か
一
四
九
七
（
明
応
六
）
年
松
平

長
親
に
仕
え
て
土
井
郷
を
賜
い
、
二
代

後
本
多
儒
重
が
土
井
に
築
城
し
ま
し

た
か
ら
、
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
本
多

広
孝
が
田
原
へ
移
る
一
五
六
四
（
永
禄

七
）
年
頃
ま
で
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
保
久
の
城
主
で
室
町
幕
府

奉
公
衆
の
一
つ
山
下
氏
も
、
松
平
氏
　
一

に
降
服
後
本
多
家
に
付
属
さ
れ
て
こ

の
絵
図
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
中
に
は
一
歴
敷
に
並
置
さ
れ

一
族
と
思
わ
れ
る
各
々
が
、
一
方
は

本
多
家
に
従
い
武
士
身
分
と
な
り
、

一
方
は
土
井
に
残
り
百
姓
身
分
と
な

っ
た
家
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
土
井
城
は
田
中
吉
政
の
岡

崎
入
部
と
共
に
、
引
崩
し
て
惣
堀
を

埋
め
田
地
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
忠
恩

寺
の
史
料
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　
　
一
枚
の
絵
図
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と

を
少
々
述
べ
て
み
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
、
土
井
城
の
役
割
・
家
臣
団
の
形
成

過
伐
等
、
よ
り
確
か
で
豊
富
な
成
果

を
生
み
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
中
世
調
査
委
貝
　
奥
田
　
敏
春



11 －　昭和54年６月15［I

ぷ

　澄みきつた五月空の下、岡崎公

園グラウンドほかで、第23回中学

校総合体育大会が開かれました。

　　　　　　　　　（5 月20U)

　

　
市
民
の
憩
い
の
川
を
美

し
く
・
：
と
、
６
月
３
日
伊

賀
川
で
一
斉
清
掃
。

｡F^^．,。。。｡

汰

ど‘･

’^〃

呼1

‘　_ ゝ　　.-'4よ｀゜
Ｊ。

ゝ

IT’;

j
4･ｆ
ｊT

　－｀●　ﾐ．　　　齢

　５月20日の春の市民m掃の日

には、市内各地で側溝などの一

斉清掃が行われました。

‾’゛　　--．・

　　　~－｀－　・

－●･－・゛～

　
春
の
叙
勲
褒
章
受
章
1
0
名
の
祝
　
　
　

賀
会
が
５
月
2
9
日
岡
崎
信
用
金
庫
　
　

中
央
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

,秀・喩ヲに７

　　　　　　　　　　　　　.■　　ﾆ.゛Ｓ″

タ

　　　’‘　　　●･　、４石

　'-^

,

レ■>aft●*'^

かﾌﾟ……/t゛‘゛'
ご

くi

こ芦肩
4?7石jなで4に（

＼

■

５月24日矢作川の河原で、矢作中学校が砂の造形「ﾌフ

－ス・ワーク」に取り組みました。

市政だより

す
Ｓ

お　か　ざ　き

　第７回岡崎市民美術展がb月29日から６

月３日まで岡崎市美術館で開催されました。

／

･
-
-

ｙ

玲T
多へ

緑ゆたかな美しいまちづくりを推進

するため三河のさつきまつりを篭田公i

園で開催。

一一ヽ・--･･－

（6月３日)
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場
所
　
若
松
町
巾
公
園
内

　
施
設
　
2
5
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
（
８

コ
ー
ス
）
幼
児
川
プ
ー
ル

　
開
場
日
　
７
月
８
日
（
‐
）
　
無

料
開
放
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

I

m
　
開
場
期
間

～
2
0
ロ
（
金
∇

●
７
川
2
1
‐
Ｔ

リ
午
前
９
時

●
７
月
９

価
後
１

上
。
）
‘
’

日

.ら

月

Ｊ

６
一
・
Ｉ
５
時

:
７
'
.
　
Ｉ
Ｔ
　
：
＾
l
目

　
た
だ
し
、
７
月
1
5
‐
（
‐

り
時
か
ら
午
後
１
時
は
、
巾

、一

-

民
学
収

記
録
会
。
８
月
５
‥
‥
‥
（
‐
）
午
前
り

時
か
ら
午
後
１
時
は
、
巾
民
水
泳
大

会
の
た
め
、
一
般
利
川
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
利
用
料
金
　
▼
小
人
↓
２
時
間
2
0

円
　
１
時
間
延
長
ご
と
に
1
0
…
円

　
▼
大
人
↓
２
時
間
　
1
0
円
　
１
時
間

延
長
ご
と
に
2
0
円
　
▼
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
使
…
…
一
料
↓
2
0
円

　
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
遊
べ
る
プ

ー
ル
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

びて⊇y

ﾄﾞ?I?～、
ヽill
　ぶ

般
大
人
６
０
０
円

▽
一
般
小
人
３
０
０
円
　
▽
団
体
大

人
５
０
０
円
　
▽
川
体
小
人
２
５
０

　
開
場
期
間
　
６
月
1
6
口

９
月
２
‐
（
日
）

（
土
）

　
開
場
時
間
　
平
日
ｙ
前
1
0
時
～
午

後
５
時
　
日
祝
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
７
月
2
0
‐
か
ら
８
月
2
0
日
ま

で
は
午
後
９
時
ま
で

　
参
加
料
　
４
、
０
０
り
円

　
申
込
期
日
　
７
月
1
5
日
（
‐
）

後
４
時
3
0
分
か
ら
受
け
開
始

午

　
申
込
場
所
　
城
北
会
館
（
岡
崎
巾

晟
ポ
ー
ツ
が
Ｉ
デ
ン
西
）

　
申
込
方
法
　
1
1
　
死
珊
順
と
し
、
定

Ｈ
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
十
。
②
巾

込
み
は
Ｉ
人
―
名
に
限
り
ま
す
が
、

‥
｝
｛
一
弟
姉
妹
の
場
八
‥
は
Ｉ
人
リ
｝
■
＞
ｃ
ま
で

認
め
ま
す
了
１
　
当
‐
、
参
加
料
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

｜

７
月
のこ
よ
み

１
日
　
岡
崎
市
制
施
行
6
3
周
年
記
念

　
　
　
式
典
　
国
民
安
全
の
口

　
　
　
お
か
ざ
き
魚
安
売
デ
ー

２
日
　
牛
夏
生

７
日
　
七
夕

　
　
　
お
か
ざ
き
青
果
物
安
売
デ
ー

８
日
　
小
糾

1
0
日
　
国
土
姓
設
週
間

　
　
　
お
か
ざ
き
鶏
肉
安
売
デ
ー

16 15

日　日

31 29 23 21 20

日　日　日　日　日

ぼ
ん
や
ぶ
い
り

土
川
　
海
の
記
念
日

勤
労
青
少
年
の
日

大
暑
お
か
ざ
き
精
肉
安
売
デ
ー

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
（
第
２
期
）
の
納
期
限

昭
和
5
4
年
度

岡
崎
子
ど
も
水
泳
教
室

体
育
課
　
＆
5
3
1
1
8
1
1

　
日
時
　
①
第
１
回
　
７
‐
‥
2
3
‐
（

月
）
～
2
8
日
（
上
）
　
②
第
２
回

７
月
3
0
月
（
月
）
～
８
月
４
‐
（
土
）

　
片
回
と
も
午
前
９
時
～
Ｈ
時

　
場
所
　
市
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
テ
ン

　
参
加
資
格
　
市
内
在
匯
の
小
学
生

で
水
泳
初
心
者

　
募
集
人
員
　
各
回
と
も
２
０
０
名

　
指
導
内
容
　
泳
ぎ
の
基
礎



　
　
昭
和
5
4
年
度

き
　
岡
崎
水
泳
教
室

ヵ
　
　
日
時
　
７
月
2
3
日
（
月
）
～
８
月

お
　
３
日
（
金
）
　
午
後
５
時
3
0
分
～
７

市政だより月15日６昭和54年13

峙
（
土
・
口
曜
‐
は
除
く
）

　
場
所
　
岡
崎
巾
民
プ
ー
ル
（
若
松

町
南
公
園
内
）

　
参
加
資
格
　
市
内
在
院
の
小
・
中

学
生
　
募
集
人
員
　
①
初
心
が
（
ほ
と
ん

ど
泳
げ
な
い
か
た
）
＝
3
0
名
　
②
４
　

級
者
（
2
5
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
か

た
）
＝
5
0
名

　
指
導
内
容
　
①
初
心
者
　
離
本
泳

法
の
指
導
　
②
巾
級
者
　
各
種
競
泳

の
指
導

　
参
加
料
　
５
、
０
０
０
円

　
申
込
期
日
　
７
月
1
5
日
（
日
）
午

後
４
時
3
0
分
か
ら
受
け
開
始

６
月
の
⑩
図

収
納
課
　
ａ
2
3
1
６
1
1
5

　
市
民
税
・
県
民
税
（
第
１
期
）

　
納
期
限
↓
６
月
3
0
日
（
土
）

　
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
穎
い
い
た
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
納
税
組
合
を
通
じ
て
納

付
さ
れ
る
か
た
は
、
各
納
税
組
合
で

決
め
ら
れ
た
収
納
取
扱
ロ
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
場
所
　
城
北
会
館
（
岡
崎
市

ス
ポ
ー
ツ
が
Ｉ
デ
ン
西
）

　
申
込
方
法
　
①
先
着
順
と
し
、
定

貝
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
②
申

込
み
は
Ｉ
人
１
名
に
限
り
ま
す
が
、

兄
弟
姉
妹
の
場
合
は
１
人
２
-
＞
；
：
ま
で

認
め
ま
す
。
③
ｉ
‐
、
参
加
料
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

に
、
〒
４
４
４
　
伊
以
新
町
1
0
番
地

３
、
岡
崎
市
助
く
婦
人
会
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
中
込
は
が
き
は
、

１
人
１
葉
に
限
り
ま
す
。

｜

｜

　
申
込
方
法
　
所
定
の
巾
訥
書
と
行

事
計
画
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
文
化
係

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
同
係
に
あ
り
ま
す
。

　
申
込
期
間
　
７
月
２
日
（
月
）
～

3
1
日
（
火
）

　
主
催
　
岡
崎
市
、
岡
崎
市
教
育
委

貝
会
、
参
加
団
体

フ
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
ａ
2
2
1
5
４
3
6

　
各
町
内
で
決
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ

持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前

８
時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新
聞
、

雑
誌
及
び
衣
服
類
も
、
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
縛
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

14
H
出

13
日

吻

12　n
日　　日

附｜　困

10
日

(勾

９
日

川

７
日

出

６
日

溺

５
日

印

４
日

休）

３

日

肉

２
日

㈲

収

集
日

樫町南康姐康生
１生通丁｀束

目康１

　生・
　通2
　西丁

　｀目
　本’

問よ

ふ
４

2 !3伝

■]■■I' 馬

日月通

．　■ 3

3 晦丁

丁園目

口１・

　｀丁４

十目丁

工・目

梅束
園六
　｀供
三北

葉｀
台六

　供
　新

　西

尚
驚

伝
馬
通
ｌＴ
目

２
丁
日

詔

●ゝ

亀曙

科

一目

長

け

几

･1μ

　区

　良

9
片

区Ill

　6　区

　７
　区

　８　区．

竪

囃

I隅

中喊大

　｀次川板･ ｀
田新小

　｀居丸
田｀’

口安米
　戸河
　　｀内
　'a

収

集
実

施
町

名

世
帯
調
査
に
ご
協
力
を

市
民
課
調
査
係
　
酋
2
3
-
Ｃ
Ｄ
-
３
４

　
定
期
に
世
帯
の
実
態
を
は
握
し
、

市
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と

す
る
た
め
、
調
査
貝
（
市
職
貝
）
が

各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
調
査
期
間
　
７
月
１
日
～
1
0
日

　
調
査
内
容
　
住
所
・
通
称
町
名
・

組
名
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
統
柄
・

職
業
・
し
尿
収
集
の
有
無
な
ど
の
確

認
等
で
す
。

第
3
2
回
市
芸
術
祭

参
加
団
体
募
集

社
会
教
育
課
文
化
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
4
3
2

に
芸
術
鑑
賞
と
発
表
の
既
会
を
よ
り

多
く
提
供
し
、
市
民
文
化
の
向
上
発

展
に
努
め
る
た
め
、
恒
例
の
第
3
2
回

岡
崎
市
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
団
体
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

９
日
（
日
）

一
日
教
室

日
よ
け
の
帽
子

レ
ー
シ
ー
ハ
ツ
ト
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

働
く
婦
人
会
館
　
＆
2
3
1
・
２
９
６
３

　
こ
の
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に
最
適
、
あ

な
た
が
作
る
レ
ー
シ
ー
ハ
ッ
ト
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
っ
ぽ
と
、
手
あ
み
糸

で
編
み
あ
げ
る
帽
子
で
す
。
簡
単
に

で
き
、
あ
み
糸
も
６
色
と
お
好
み
の

色
で
作
れ
楽
し
め
ま
す
。

　
日
時
　
７
月
2
1
日
（
土
）
　
午
後

１
時
～
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
励
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
鈴
木
さ
だ
子
氏

　
会
費
　
９
０
０
円

　
募
集
人
員
　
5
0
名
（
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

　
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
婦

人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
官
製
往
復
は
が
き
に
、

①
１
日
教
室
名
②
住
所
③
氏
名
④
電

話
番
号
⑤
色
希
望
（
白
・
ベ
ー
ジ
ュ

オ
レ
ン
ジ
・
黄
・
水
色
・
ブ
ル
ー
）

　
返
信
用
の
あ
て
名
に
も
、
住
所
、

氏
名
、
郵
便
番
号
を
必
ず
記
入
し
て

６
月
3
0
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

１岡
崎
五
万
石
お
と
り

講
習
会

岡
崎
市
観
光
協
会

容
2
3
－
６
２
１
６
・
６
２
１
‐
１

　
市
内
の
芸
術
文
化
諸
団
体
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
　
箇
謄

　
岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り
五
万
石
お
ど

り
を
、
き
た
る
８
月
２
日
・
３
日
の

両
日
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
佻
い
た
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
７
月
1
3
日
（
金
）
　
午
後

会
期
　
1
0
月
９
日
（
火
）
～
1
2
月
　
　
１
時
か
ら

会
場
　
六
名
町
岡
崎
市
体
育
館
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9）
A

伊

｜

‾‾‾‾べ

　　　｜

　
　
　
―
。
Ｉ
ｉ
－
¶
－
ｊ
－
　
　
－
－
　
ｉ
―
ｊ
・
１

　
レ
回
　
自
動
車
文
軋
／

―
』

み
ど
り
号

　　　　　／

＿／”

／

圃
目
同
国
］
″
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ

時
3
0
分
）
　
▼
六
ッ
芙
北
部
小
学
校

▼＿

六午

ッ後

美　１

中時

部30

小分

学　Ｓ

咬2

一時

午30

後分

O －

時

時　　　学

■M)▼校５

分　六　一　日

Ｓ　　ツ　rこ　●

２美前19

時(fi ip日

　］jJ

一学分

回臨

岡後･'?貼I【

小1 ざ小

学
校
（
Ｔ
後
３
時
Ｉ
一
時
）

国
回
肺
圈
」
；
崎
。

本
宿
連
絡
所
（
午
前
1
0
時
～
‐
時
3
0

分
）
　
▼
山
中
小
学
校
（
午
後
１
時

Ｉ
２
時
）
　
▼
藤
川
小
学
校
（
午
後

２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

尚
　
▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
竺

　
▼
岩
津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
却
分

1
-
)
時
節
分
）
　
▼
細
川
小
学
咬

一
午
後
１
時
3
0
分
Ｉ
２
時
卯
分
）

▼
奥
殿
小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

同
目
間
づ
巴
で
宍

小
学
校
（
Ｔ
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
矢
作
西
小
７
　
校
こ
１
１
後
１

時
3
0
分
１
２
時
3
0
分
）
　
▼
矢
作
北

小
学
校
（
ｙ
後
３
時
Ｉ
１
時
)

同
目
㈲
幽
田
　
で
ょ

学
校
’
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
秦
梨
小
学
佼
（
午
後
１
時
～
２

時
一
　
▼
常
磐
南
小
学
校
（
午
後
２

時
3
0
分
～
３
時
叩
分
）

尚
　
▼
芙
合
束

部
農
協
（
午
前
ｍ
一
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

30分
分－

Ｓ
２　▼

時縁

3）丘
分小
－’学

　校
▼＿

屯　価

谷後
小１

学時

咬
（
、
午
後
３
時
～
４
時
）

岡
崎
墓
園

　
日
曜
墓
地
相
談

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
豊
4
6
－
３
2
6
０

　
好
評
の
岡
崎
墓
園
で
は
、
日
曜
日

で
な
い
と
墓
地
利
用
の
巾
込
手
続
や

墳
墓
設
置
届
等
の
手
続
き
が
で
き
な

い
か
た
の
た
め
に
、
毎
月
１
回
、
日

曜
日
に
墓
地
相
談
日
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
墓
地
利
用
の
相
談
、
受
け
、
現
地

案
内
や
説
明
等
を
行
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
６
月
2
4
日
（
ロ
）
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
園

管
理
事
務
所

　
そ
の
他
　
墓
地
利
用
の
手
続
き
（

巾
請
）
を
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●

固国０国◎市
政
だ
よ
り

秘書課広報係
　　a23－6 033

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
晦
月
咄
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
目
の
健
康

に

つ

い
て

心

毎
‐
月
曜
変
更

こ
ど
も
の
お
は
な
し

　
「
金
の
お
の
」

６
月
1
5
日
～
3
0
日

ｙ
り
ｔ
、
　
　
　
．

膚

酋
刀
一
局
1
1
1
3
番

　
　
　
岡
町

蝋
―



きざかお市政だより15－　昭和54年６月15日-

家
庭
教
育
相
談

社
会
教
育
課
社
教
指
導
係

　
　
　
　
　
ａ
2
3
ｊ
6
4
3
3

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
基
本
的
生
活
桝
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
睡
眠
．
く
せ
等
）

▼
社
会
性
の
発
違
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
違
、
厦
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
鴎
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
７
川
５
‐
、
り
一
日
、
1
9

日
、
知
一
目
（
毎
週
木
咄
日
）

　
相
談
員
　
市
比
会
教
育
指
導
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
一
叫

　
申
込
方
法
　
竃
話
（
2
3
’
6
4
3
3
）

で
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
屯
　
（
Ｊ

‰

附
託
ヤ
ス
当
見
屁
へ

　
　
ぬ
官

印
　
酒
気

第
1
8
回
簡
易
保
険
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

岡
崎
郵
便
局
　
Ｃ
Ｍ

０
２
5
０

　
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
佼
３
年

生
ま
で
の
み
な
さ
ん
に
、
簡
易
保
険

の
も
つ
相
互
扶
助
の
精
神
を
普
及
し
、

そ
の
資
金
が
義
務
教
育
施
設
な
ど
に

融
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

の
理
解
及
び
学
校
教
育
振
興
に
役
立

て
る
た
め
、
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

枚
以
内
に
書
い
て
、
６
月
3
0
日
ま
で

に
お
近
く
の
郵
便
局
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
入
選
発
表
は
1
0
月
で
す
。

警
察
官
採
用

　
　
（
大
卒
男
子
）

岡
崎
警
察
署
　
a
5
1
－
5
６
1
1

　
来
年
１
月
と
４
月
上
旬
に
採
用
予

定
の
大
学
卒
男
子
警
察
官
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員
　
約
１
５
０
人

　
受
付
期
限
　
６
月
2
3
日
（
土
）
ま
で

　
学
歴
　
大
学
卒
業
者
（
短
大
を
除

く
）
及
び
昭
和
5
5
年
３
月
卒
業
見
込

　
作
品
題
は
、
①
課
題
「
簡
易
保
険
」
　
み
の
か
た

に
関
係
あ
る
も
の
、
又
は
②
自
由
題
　
　
年
齢
　
昭
和
2
7
年
４
月
２
日
か
ら

た
か
た

　
身
長

以
上

１
６
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

昭
和
5
4
年
度

自
衛
官
募
集

市
役
所
行
政
課
　
豊
2
3
－
６
０
３
９

自
衛
隊
愛
知
地
方
連
絡
部
岡
崎

出
張
所
　
　
豊
2
1
－
7
3
0
３

０
２
等
陛
・
海
・
空
士
（
一
般
隊
貝
）

○
一
般
陸
・
海
・
空
費
候
補
学
生

　
（
基
幹
要
員
養
成
）

〇
海
・
空
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

　
養
成
）

〇
自
衛
隊
生
徒
（
陸
・
海
・
空
詐
‥
養

　
成
）

　
　
　
　
　
と
し
、
４
０
０
字
づ
め
原
稿
用
祇
５
　
昭
和
詔
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
　
　
○
幹
部
候
補
生
（
幹
部
養
成
）

よい歯の親子集まれ

　　　　　　　　　　　　　岡崎保健所　き22- 2 5 0 1

　保健所で「母と子のよい歯のコンクール」を実施しま

す。

　歯に自信のある子供とお母さんで、よい歯を競うもの

です。ふるってご参加ください。

　日時（予選会）　６月25日午前９時～11時　午後l時

～'^時（コンコールは６月27口）

　場所　岡崎保健所

　対象　昭和53年４月1［1から54年３月31日までの間に

　　　３歳児健診を受けた子供と母親

昭和54年度　調理師試験

岡崎保健所　Q22－2 5 0 1

試験日　８月21日（'k）午後１時

受付期間　６月18日～22日

　　　　　（受験願書は岡崎保健所へ）

フ月の

爾建だより

厚生経済部保健課

　　　豊23－6179

医療費の貸付制度のお知らせ

　　　　　　　　　　　保健課国保係　酋23－6 16 9

　国民健康保険の被保険者のかたで、医療機関の窓口で

支払う保険の自己負担額（一部負担金）が高額なために支

払いの困難なかたは、その支払医療賀の一部をほ付する

制度（高額療養費支払資金貸付制度）がありますからご

利用ください。

　この制度を利用できるかた

〇　国民健康保険の被保険者であること。

０　１ヵ月の保険の自己負担分(一部負批金）が高額（お

　おむね５万円以上）で支払いに困っているかた。

　貸付を受けられる額

　医療費の一部負担金のうち、３万９千円を除いた額の

10分の９以内の額で、利息は無利子です。



心
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日 受付時間 場　　　所

25日困 午後３時　-4時 上三ッ木町集会所

27日吻

午前９時30分～11時30分 六ツ美南部小学校

午後1時30分~ 2 時30分 中　島　町　浄光寺

午後3時　～4時 巾　村町　集　会　所

30日(1!)
午i)ij"9時30公～11時30分 細川町北斗台会館

午後l時30分～4時 細　川　小　学　杖

31日出

午前9時30分～11時30分 東蔵前町公民郎

午後１時30分～2時30分 岩it 天神荘集会所

午後3吽　-4時 東阿til和町１区公民館

s月

１日附

午加9時30分～11時30分 岩津市民センター

午後l時30分- 2時30分 真福寺町公民館

午筏3時　～４時 恵　田　小　学　佼

２日附

午前fl時30分-11時30分 ａ　々　町　清　楽　園

午後１時30分～2時30分 鴨[I]県営住宅集会所

午後3時　~ 4時 中大門町公民館

3 日剛

午前9時30分～ii時30分 奥　殿　小　学　枚

午後l時30分- 2時30分 川　向　町　公　尺　館

午後3時　-4時 桑　原　町　公　民　館

6 HO!)
午前9時30分～11時30分 大　例　十　小学　咬

午後i叶o分～4時 大　附　寺　小学　校

7 日m
午前9時30分-11時3O分 日　名　町　神　明　宮

午後i吽30分～4時 伊　孜　八　幡　宮

８日俐

午前9 mo分-11時2O分 昭　和　町　宝　束　寺

午後1 mo分～２時30分 上佐々木町J- 官寺

午後３時　- 4吽 東本糾町正法寺

９日附
午前9時30分-11吽30分 渡　町　公　民　館

午後l昨30分-4吽 欠　作　南　小学　佼

10日剛
午前9時30分-11時30分 Ｘ　作　西　小学　佼

午後l時30分～4時 矢作市民センター

i3a()!)
午町9時30分～11峙30分 欠　作北　小学　佼

午後i時30分-4時 Ｘ　作　束　小学　佼

un剛
午n'i9時30分-11時3O分 六　名　小　学　佼

午後１時30分- A時 六　名　小　学　枚

18日出 午前9昨30分-11時30分 愛　宕　小　学　校

20日(f()

午it']9時30分～11時30分 柵　岡　小　学　咬

午後l時30分～2時30分 高　ｍ　善光　寺　堂

午後3時　～４時 上地町　公　尺　館

21日陶
午前^昨30分～n時30分 井　別　八　幡　宮

午後l時30分- 4時 井　囚　小　学　枚

22日附

午iiti9時30分～11昨30分 元能見町神明宮

午筏i時30分- 2時30分 元能見町浄･■a-寺

午後3時　～４時 能　見　通覚恩寺

23日困
午前９時30分－11時30分 南　祁　公　会　坐

午後i時30分~4時 針崎町御鰍神社

24日(勿
午前9時30分-11時30分 岡　崎　保　他　所

午後l時30分~4時 岡　崎　保　健　所

25日出 午前9時30分～]1時30分 侈嶼新町母子老人保健センター

27日川
午前9時30分～I1時30分 南　　巾　　学　　咬

午後l吽30分～4時 羽　限　小　学　佼

28日(･心
午町9 時30分～11時30分 柱　町　岡　崎　支　所

午後i時30分-4時 城　南　小　学　校

29 0(40
午前9 時30分～11時30分 梅　園　小　学　咬

午後１時30分～4叶 梅　回　小　学　咬

30日困
午前９峙30分－11時30分 岡崎商　業　鳥　校

午後１時30分~4時 根　石　小　学　佼

31日切
午前９昨30分～n時30分 東　　　別　　　院

午後l時30分~ 4時 西　　　別　　　院

Ｍｍ 午前9時30分～U時30分 刺a町勤労会館

- 16－

結核健康診断と
　　　　成人病検診

　結核健康診断（レントゲン撮影）と成人病検診を行い

ますから、該当するかたは全貝受診してください。

　骸当者　●・レントゲン撮杉　満i5歳以上のかた　●･成

人病検診　７月１日現在で満o歳以上65 歳未満のかた

　ただし、学校等の在学者、会社、事業所等の勤務者およ

び人間ドックの受診予定のかた､医療巾のかた、並びに既

往歴があるかたで保随所から通知のあったかたを除く。

※服装…できるだけボタン・金具等のない肌着を着用の

　うえ、お出かけください。

※健康T-帳をお持ちのかたは､忘れずにご持参ください、

日程表　　　　　（保健課保継係a23－6180
日 受f-t 時川 場　　　所

7 i]
2 Ei(D

午iiiI9時30分～llllね0分 竜泉寺町正道寺

午筏１時30分～4峙 巾･営住宅桑谷荘集会所

3 am
午lfU9時30分～11時30分 蓑　川　町　公　民館

午後I時30分- 4時 東郁市民センター

4 日徊
午前9時30分～11時30分 本宿町グリーンランド公民館

午mi畔3O分～4時 本宿町本宿学区公民館

5 剛励
午前９時30分～11時30分 緑　丘　小　学　咬

午後l時30分－4時 美A.町平地中公民館

６日吻
午前e時30分-11時30分 ・　川　小　学　校

午後i時30分- 4時 美　合　小　学　校

９日叩

午前9時30分～11時30分 生　平　小　学　校

午後l時30分～２時30分 衣　　文　　脱　　音

午後3叫　- 4時 池　金　町養　薬　寺

10 日叫

午Nil9吽30分～11時30分 芙合新町公尺館

午後1 時30分― ?時30分 保　母　町　公　尺館

午後３時　-4時 小　笑　町　順　正寺

n日出

午前9時30分～]1時30分 驚　磐　小　学　咬

午後i時30分～2時30分 大　柳　町　公　尺館

午後３時　～4時 常　分　東　小　学枚

12日(昶

午nil9時30分～11時30分 秦　梨　小　学　校

午後l時30分～2時30分 卵　渕　町　公　民館

午後3時　～4時 岩　中　町　照　源　寺

13日剛

午i1il9時30分～ll吽30分 三　島　小　学　佼

午後１時30分～2時30分 米inf内町公民館

午後３時　～4時 常磐　南　小学　枚

lC日叩
午前9時30分～11時30分 八帖町諏訪公民館

午後i時30分- 4時 吹　矢　町　成　就　院

17 9 (幻
午前９時30分-11時30分 大平町辻中公民館

午後1 mo分-4時 明大寺町竜海院

18日附
午前９時30分～11時30分 大西　町　徳　正　寺

午後i時30分～4時 刄　川　小　学　佼

20 日囲

午前９時30分-11時30分 巾之郷町公民館

午後l時30分～2時30分 野　畑　町常　念　寺

午後3時　- 4時 坂左右町公民館

23日(fJ)

午前9時30分～11時30分 六ツ美中部小学枚

午後１時30分-2時30分 上青野町本光’寺

午後3時　～4時 下合袱木町正願寺

25日哨
午前9時30分～11時30分 六ツ美北部小学校

午後i時30分- 2時30分 土井市営陸宅集会所
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－17 昭和54年６月15日

場　所　母子老人保健センター

　　　　（0>賀新町　働く婦人会館隣り）

日　程　表　　　　（保健課健康竹J?lt係 萱23－6084)

種類 日　　　時 内　　　　容

老人・成人

健康相談

　　３　日叫

午前io時～］1H#3O分

午後l時-2叶30分

血斤測定検尿

保健指導

　　24口（

午前lO時～11

午後１時～21

り

徊o分

ffiO分

血圧川定検尿

保健指導

医師の検診f'r-後のみ1

・お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　り≒

・１回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子健康手帳(なくても可)、筆記肝艮

受　講　料　無料　時間　午後l時

日　程　表　　　　(保健課健康管理係　豊23－6081)

回 日 場　　所 対象　　内　　　　容

１

回

目

5日困 岡崎保健所
妊娠

･'々
日ま

での

かた

妊娠中の毀常・栄養・湊jの

衛生･妊娠中闘の卜■ffi'K;.^一

心と休の準備と小ち■;.んの

衣頃の選び占・映|由j19日困
青少年センター

太陽の峨

２

回

目

i2日Ⅲ 岡崎保健所
妊娠

８ヵ
川以

峰の

かた

妊娠後川の日常'I-.,';-・ 人院

の時期と心構え・小ちゃん

の観察と取扱いおよび人浴
・け子保健制度26 a俐

吉少年センタ一

太陽の域

対

注

場

日

象　昭和51年６月生まれの子ども

意　母子健康手帳持参、尿検査を尖施します。

所　岡崎保健所（康生通西３の30　a22－2501)

程　表

日 受付時閻 学　区　別

３日

閥

午後l時～

　　　２時30分

井田．美今、屯谷、曝川、叙

丘、梅園

10日

向

午Hi]9時～

　　　10時30分
矢作(束・西・巾・北）　

！

午後１時～

　　　２時30分

羽限､岡崎､愛宕.岩津､常外、

常磐「町･東」Illill、叫殿．心川

17日

圃

午後１時～

　　　２時30分

大樹寺、六名、柵川、大門、

連尺

24日

(火)

午前９時～

　　　10時30分

三島、六ッ芙(北・中・南)

城南、竜美丘

午後１時～

　　　２時30分

根石、広幡、秦梨、山中、男

川、本宿、生平

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた

　〇受付時間　午iiijio時~ii時30 分

　Ｏ内　　容　体重・身長測定、育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

　o 3 ～4ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　〇受付時間　午後l時～２時

　〇内　　容　医帥の診察、体重・身長測定、育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23－6( 84）

H 叫　　所 区　　　　域

３口吻 占少年センタ-八陽の滅

　　丿丿人示本町･

-
三島■ 城衛学区

ly旧知 八名一眼町学区

2 □1)11町ﾂ漢ぎタレ
(㈹くMi
A会館隣'i

吽剛・愛宕・梅園学区

16日川 人附与一大門学区、常吟地区

6 日吻
岡崎保健所

連尺・男i;i学区

20日命 広幡学区、河合地区

4 日出 iii 部公会堂 岡崎・羽眼学区

27 日哨 大作市尺セン9 ー '><作地区

24日肉 契今公尺館 美合■ 竜谷・絲丘.・藤'11学区

10日出 本宿町冨m病院 本宿・山中学区

12日附 君津巾尺センタ一 岩津・恵田・細|ll・奥齢学区

17日(･心 六ツ美市民センター 六ッ美地区

９日川 川晒市医師会館 竜美丘学区

へ 福　岡　会　館 福岡学区丿昌数月T,みI

※皆様の名･地区に婦人民生児童委貝のかたがおられます。妊娠中・

　分娩･育児等でお困りのかたは気軽にご相談ください。

Ｏ受付時間

○内　　容

午後1時～2 峙

医師・歯科医師の診察、身休測定、育児･

栄養相談

Ｏ持参するもの　け子健康手帳

日　程　表　　　　　保m課健康廿理係 023－6084)

口 鳩　所 対象児 区　　喊

５日俐
母/-老人

保健センター
昭和53年１月生

愛宕・井田・常磐・大

門・大胆寺学区

n日固 l≫)崎保健所
岡崎・羽恨・相国・恨
石・連尺学区

18日田
六名一三島･男ill･芙合･
録丘･秦梨･生'|乙学区

25日{'10
竜芙丘丿広幡・城南・

梅園学区

19日出
矢作市民
センター

矢作地区

vi日剛
六ツ芙市民

センター 二ごト 六ッ美地区

26日w
岩沁市民

センター

岩汁・恵田・細川・奥
殿学区

7≫＼原則として、１人１回限り、指定会場以外では受けられません。
^i本宿・山中・ａ川・竜谷は8月に行います。



休日緊急当直医師

昭和54年6 }＼15 日

突発急患者のための

休日・夜間診療は急病の人のため　休日・夜間の急病はまず「かかりつけの医者」へ
７月の
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ｄ 中　田医院

　　（'J<作）
　a31－2728
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稲垣医院
　　(大和)
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in　石川医院1　

（美 tr）

　　　　容52－1747

杉浦内科医院

　Ｃ契合）　n52－4ti68

スズキ医院

　( 心奥ヶIT-.)

　053一3777

神谷内科胃腸科

　　(大西)

　024－2881

水野医院

　　(明大寺)　c21－0339
ｉ 巾　山　医．院
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人友）
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　病院

作橋）
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宇野病院

　　(巾岡崎)
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ぶ

９

村川　医院

　　(十王Ｄ

　昔2i一4511

大原医院
　　(H-.iﾓ1)
　登21一1585

山中医院

　　（伝馬4)　n21－801--t

須川医院

　（六供3 )

　023－3170

遠山病院

　　(鴨田）

　S21－7946

泗
｜
みしま医院
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　321－1648

伊曝医院

　　I,内大友）

　豊31－7107

大堀医院
　　(十皿)
　酋31－3688

石tl

　（下

　酋3

　医院

島々木j

－224(

宇野病院

　　ぐ中岡崎）

　fi24－2211

ｉ 中野医院

　　（本町3)　a22－0261

坂堂医院
　(福寿り
　O21－6156

中西医院
　印頃?）
　昔22－3581

渋谷医院
　　(鴨田)
　公23－0169

黒田医院

　　(羽根)

　052－0453

ｊ 佐野医院
　　（伝馬5)
　S21－4909

杉ilt
　(琲
　萱2

　医院

生家）

－4880

桐渕医院
　(唐沢l )
　022－1291

小島医院

　　（松本1）　a23－3381

鍋田医院

　　(中島)

　酋43－2046

召 歯科医師会館（六供町三本松18の１　六供浄水場西約100m) 公21－0501 ぶ;霖;;gjg^ｺﾞぶ

救急医療情報のご利用は→(^^芭と亘工⊃へ
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供
の
遊
び
や
危
険
な

場
所
に
気
を
配
り
い

人
も
の
尊
り
　
　
、
。
″
。
矢
‥
び
ａ
Ｊ

い
ま
す
。

い
ぽ

の
必
７

に
比
べ
2
1
人
も
の
大
‐
。
増
加
で
ふ

そ
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
幼
１
Ｊ
９

ま
ふ
人
づ
の
他
６

帽
宍

て
お
り
、
幼
児
が
７
割
以
上
を
占

て
お
り
ま
す
。
又
、
６
月
か
ら
８
八

に
か
け
て
3
4
人
も
の
子
供
た
ち
が
｀

亡
し
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
が
、

最
も
危
険
な
時
期
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
よ
う

　
子
供
の
事
故
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

で
起
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
幼
児
の

事
故
は
、
浴
そ
う
、
用
水
路
、
庭
池

な
ど
意
外
な
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
お

母
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す

　
　
　
　
●

き
に
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、
特
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
浴
そ
う
で
の
事
故
が
多
く
発
生

　
　
し
て
い
ま
す
。
家
の
中
だ
か
ら

　
　
と
い
っ
た
安
心
感
は
禁
物
で
す
。

　
　
浴
そ
う
の
水
は
、
使
用
後
で
き

　
　
る
だ
け
早
く
水
を
抜
き
と
り
ま

　
▽
池
・
沼
・
川
水
路
な
ど
危
険
な

　
　
場
所
に
は
、
近
寄
ら
せ
な
い
よ

　
　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
お
互
い
に
、
子
供
の
遊
び
場
に

　
　
つ
い
て
話
し
八
‥
い
、
安
全
な
遊

　
　
び
場
を
え
ら
ん
で
あ
げ
て
く
だ

　
　
さ
い
。ｒ
小
半

て
は
、
こ
の
よ
う
な
危

な
Ｉ
い
で
し
ょ
う
か
。

一
一
一
ｐ
ん
も
。
自
主
パ
ト

．
危
険
な
箇
所

た
だ
き
、
危
険

発
見
し
た
と
き

回
ド
リ

し
て
．
安
全
な
環
境

て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
子
供
の
事
故
は
大
人
の
責
任
で
す
。

危
な
い
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
か
け
た
ら
、
や
さ
し
く
一
声
注
意

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
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